
注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
・「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　【
タ
イ
ト
ル
】

 

　
地
球
の
断
章
〜
深
き
海
よ
り
暁
を
喰
ら
う
モ
ノ
〜

　【
作
者
名
】

 

　
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
１
８

　【
あ
ら
す
じ
】

　
１
９
５
４
年
。
核
兵
器
に
よ
っ
て
、
現
代
に
目
を
覚
ま
し
た
ゴ
ジ
ラ
。

　
そ
の
ゴ
ジ
ラ
の
死
後
、
世
界
に
現
れ
た
深
海
棲
艦
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に

人
類
が
生
み
出
し
た
艦
娘
。

　　
一
進
一
退
の
攻
防
を
見
せ
る
中
、
深
海
棲
艦
と
艦
娘
の
争
い
に
呼
応
す
る
よ
う

に
再
び
目
覚
め
る
ゴ
ジ
ラ
。

　　
二
体
目
の
ゴ
ジ
ラ
は
果
た
し
て
、
生
物
か
そ
れ
と
も
怨
念
を
宿
す
破
壊
の
神
か

?　
深
海
棲
艦
の
正
体
は
?
ゴ
ジ
ラ
と
の
関
係
は
?

　
艦
娘
と
人
類
は
二
つ
の
脅
威
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
?

　　
そ
し
て
、
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
?

　　　



　　　　　　
ゴ
ジ
ラ
と
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
す

　
※
作
者
は
艦
こ
れ
に
わ
か
で
す

　
※
こ
の
作
品
は
Ｐ
ｉ
ｘ
ｉ
ｖ
と
暁
に
も
投
稿
し
て
い
ま
す



　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
古
代
よ
り
、
人
は
自
身
の
理
解
が
及
ば
ぬ
モ
ノ
を
様
々
な
形
に
当
て
嵌
め
て
き

た
。

　
マ
グ
マ
を
吹
き
出
し
噴
火
す
る
火
山
を
「
火
の
神
」
と
。
天
空
の
黒
雲
に
走
る

稲
妻
を
「
雷
神
」
と
。

　
豊
か
な
恵
み
を
与
え
る
大
河
を
「
水
の
女
神
」
と
。
理
不
尽
な
死
を
齎
す
疫
病

を
「
馬
に
跨
り
、
大
地
を
駆
け
る
死
神
」
と
。

　　
自
然
と
い
う
未
知
に
対
し
て
、
人
は
そ
れ
を
「
神
」
と
定
義
し
そ
れ
を
崇
め
る

こ
と
で
怒
り
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
。

　
人
に
と
っ
て
「
神
」
は
畏
れ
る
モ
ノ
だ
っ
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
西
暦
１
９
３
９
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
６
年
間
、
世
界
は
「
第
二
次
世
界

大
戦
」
と
い
う
名
の
戦
禍
に
包
ま
れ
た
。

　
数
多
く
の
武
器
と
炎
が
大
地
を
、
海
を
、
空
を
焼
き
無
数
の
命
が
散
っ
て
い
っ

た
。
世
界
に
は
戦
火
の
爪
痕
が
残
り
至
る
と
こ
ろ
に
兵
器
の
残
骸
が
残
っ
た
。

　
戦
争
の
終
盤
、
ア
メ
リ
カ
は
究
極
の
兵
器
を
作
り
出
し
た
。『
核
兵
器
』
で
あ

る
。

　
敵
対
国
・
日
本
で
、
二
度
爆
発
し
た
そ
れ
は
地
上
に
太
陽
を
出
現
さ
せ
、
熱
と

爆
風
を
以
て
多
く
の
命
を
吹
き
飛
ば
し
、
毒
の
雨
を
降
ら
せ
た
。

　　
や
が
て
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　
し
か
し
、
失
わ
れ
た
命
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
空
に
散
っ
た
命
も
、
陸
で
絶

え
た
命
も
、
戻
ら
な
か
っ
た
。

　　
１
９
４
６
年
、
夏
。
未
だ
世
界
の
傷
が
癒
え
な
い
中
ビ
キ
ニ
環
礁
で
新
た
な
核

兵
器
『
水
爆
』
が
炸
裂
し
た
。
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そ
れ
は
、
深
い
海
の
底
に
ま
で
響
く
衝
撃
だ
っ
た
。

　
失
わ
れ
た
命
が
、
兵
器
の
残
骸
と
共
に
眠
る
海
の
底
。
空
に
散
っ
た
命
、
陸
で

絶
え
た
命
も
、
受
け
入
れ
、
せ
め
て
静
か
に
眠
る
場
所
と
し
た
海
に
も
太
陽
が
現

れ
た
。

　　
深
い
、
深
い
、
海
の
底
。

　
積
も
り
積
も
っ
た
残
骸
と
、
無
念
を
抱
い
て
共
に
沈
ん
だ
命
。

　『
眠
る
こ
と
さ
え
、
許
さ
れ
な
い
の
か
』

　　
沈
ん
だ
命
は
、
暗
い
海
の
底
で
嘆
き
、
悲
し
み
、
そ
し
て
、
怒
り
と
憎
し
み
を

募
ら
せ
て
い
っ
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
１
９
５
４
年
。
日
本
の
大
戸
島
に
お
い
て
、
人
類
史
上
か
つ
て
な
い
出
来
事
が

起
こ
る
。

　
未
知
の
巨
大
生
物
が
大
戸
島
近
海
に
出
現
、
多
く
の
船
を
沈
め
、
大
戸
島
に
上

陸
し
、
人
類
に
そ
の
巨
躯
を
見
せ
つ
け
た
の
だ
。

　
そ
の
巨
大
生
物
は
、
大
戸
島
の
故
事
に
倣
い
、「
呉
爾
羅
（
ご
じ
ら
）」
と
呼
ば

れ
た
。

　　
謎
の
生
物
、
ゴ
ジ
ラ
に
関
し
て
そ
れ
を
最
初
に
発
見
し
た
と
日
本
人
の
古
生
物

学
者
・
山
根
恭
平
は
一
つ
の
仮
説
を
立
て
た
。

「
ゴ
ジ
ラ
は
、度
重
な
る
核
実
験
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
ら
れ
、さ
ら
に
安
住
の
地
を

追
い
出
さ
れ
た
古
代
の
生
物
で
は
な
い
か
?
」
と
。

　　
こ
の
説
は
、
非
常
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
は
あ
っ
た
が
世
間
の
関
心
を
惹
く

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
は
精
々
、「
核
」を
戦
後
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
玉
に
し
よ
う
と
し
た
為
政
者
た
ち
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に
と
っ
て
少
々
都
合
が
悪
い
程
度
の
も
の
だ
っ
た
。

　　
し
か
し
大
戸
島
で
の
邂
逅
か
ら
数
か
月
後
、
ゴ
ジ
ラ
が
日
本
の
首
都
・
東
京
を

襲
っ
た
こ
と
で
、
事
態
は
急
変
す
る
。

　
機
関
銃
は
勿
論
、高
圧
電
流
も
戦
車
砲
も
、爆
撃
機
の
攻
撃
も
物
と
も
せ
ず
、都

市
を
蹂
躙
し
人
を
焼
き
殺
し
、
我
が
物
顔
で
去
り
後
に
大
量
の
放
射
能
を
残
し
た

ゴ
ジ
ラ
に
対
し
、
世
間
は
よ
う
や
く
そ
の
「
恐
ろ
し
さ
」

　
に
気
づ
く
。

　「
ゴ
ジ
ラ
は
戦
争
の
負
の
象
徴
」「
核
兵
器
が
生
み
出
し
た
怪
物
」。
中
に
は「
先
の

大
戦
を
、
１
０
年
と
経
た
ず
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
に
対
す
る
警
告
」
と
唱

え
る
者
も
い
た
。

　　
怪
獣
・
ゴ
ジ
ラ
。
そ
れ
は
現
代
人
に
と
っ
て
、
理
解
の
及
ば
ぬ
存
在
だ
っ
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
現
代
兵
器
の
通
用
し
な
い
ゴ
ジ
ラ
に
対
し
、
あ
る
科
学
者
の
発
明
品
が
対
・
ゴ

ジ
ラ
兵
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
若
き
天
才
科
学
者
・
芹
沢
大
助
が
、
自
身
の
研
究
過
程
に
於
い
て
生
み
出
し
た

副
産
物
『
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
』。
水
中
の
酸
素
を
一
瞬
に
し
て
破

壊
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
跡
形
も
な
く
消
滅
さ
せ
る
、
原
水
爆
以
上
の
脅
威
を
秘

め
た
兵
器
。

　　
為
政
者
に
よ
る
悪
用
を
恐
れ
、
そ
の
存
在
を
ひ
た
隠
し
に
し
て
き
た
芹
沢
だ
っ

た
が
先
の
ゴ
ジ
ラ
に
よ
る
東
京
の
悲
惨
な
現
状
を
訴
え
ら
れ
、
一
度
だ
け
の
使
用

を
決
意
し
た
。

　　
東
京
湾
に
潜
む
ゴ
ジ
ラ
に
対
し
、
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
は
そ
の
威

力
を
発
揮
し
た
。

　
東
京
湾
の
全
生
物
を
半
永
久
的
に
死
の
海
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
芹
沢
大
助
の
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命
と
引
き
換
え
に
ゴ
ジ
ラ
を
葬
り
去
っ
た
。

　
死
の
間
際
、
洋
上
に
浮
か
ぶ
船
の
上
の
人
間
に
対
し
て
怨
嗟
の
籠
っ
た
断
末
魔

を
浴
び
せ
て
、
ゴ
ジ
ラ
も
ま
た
海
の
底
へ
と
沈
ん
で
い
っ
た
。

　　
そ
の
後
、
日
本
政
府
は
ゴ
ジ
ラ
の
正
体
に
つ
い
て
の
推
測
及
び
研
究
の
一
切
を

禁
止
し
、
ま
た
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
の
存
在
を
隠
匿
し
た
。

　
為
政
者
に
と
っ
て
、
軍
に
と
っ
て
都
合
が
悪
か
っ
た
か
ら
だ
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
ゴ
ジ
ラ
の
死
か
ら
３
年
後
の
１
９
５
７
年
。
世
界
に
再
び
、
衝
撃
が
走
る
。

　
全
世
界
の
海
に
、
未
確
認
生
物
が
現
れ
航
行
す
る
船
舶
を
無
差
別
に
襲
撃
す
る

と
い
う
事
態
が
同
時
多
発
的
に
発
生
し
た
。

　
最
初
に
確
認
さ
れ
た
ソ
レ
は
、
ま
る
で
魚
と
魚
雷
が
合
体
し
た
よ
う
な
異
形
の

姿
を
し
て
い
た
。
や
が
て
、
人
の
姿
を
し
た
も
の
も
確
認
さ
れ
る
。

　
や
が
て
未
確
認
生
物
は
深
海
か
ら
現
れ
、
前
大
戦
で
轟
沈
し
た
戦
艦
に
酷
似
し

た
兵
装
を
持
ち
、
更
に
現
実
の
海
軍
と
似
た
編
成
を
執
る
こ
と
も
起
因
し
未
確
認

生
命
体
は
「
深
海
棲
艦
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
各
国
は
空
と
海
の
両
方
か
ら
深
海
棲
艦
に
対
し
て
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。
し
か

し
、
深
海
棲
艦
は
攻
撃
を
物
と
も
せ
ず
逆
に
人
類
を
迎
撃
し
て
い
っ
た
。

　
最
初
の
襲
撃
か
ら
２
年
後（
１
９
５
９
年
）、人
類
は
深
海
棲
艦
に
制
海
権
を
奪

わ
れ
更
に
陸
上
の
一
部
も
制
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
海
路
を
奪
わ
れ
た
人
類
は
空
路
を
模
索
し
た
が
、
深
海
棲
艦
側
の
艦
載
機
に
よ

り
空
路
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
国
家
は
半
強
制
的
な
鎖
国
状
態
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　　
こ
の
事
態
に
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
し
た
核
保
有
国
は
国
連
に
対
し
、

核
兵
器
の
使
用
を
要
求
。
事
態
を
重
く
見
た
国
連
は
一
度
だ
け
の
使
用
を
許
可
。

　
深
海
棲
艦
が
多
数
終
結
し
て
い
た
太
平
洋
上
の
あ
る
島
に
対
し
て
、
核
兵
器
を

投
下
し
た
。
結
果
、
島
に
い
た
多
数
の
深
海
棲
艦
を
撃
破
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
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ま
た
こ
の
攻
撃
に
際
し
、
日
本
政
府
は
独
断
で
撃
破
さ
れ
た
深
海
棲
艦
の
残
骸

を
回
収
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
日
本
政
府
は
回
収
さ
れ
た
深
海
棲
艦
の
残
骸
を
解
析
。
そ
こ
か
ら
得
た
解
析

結
果
を
元
に
、
人
類
は
前
大
戦
で
使
用
さ
れ
た
兵
装
の
一
部
を
特
殊
な
培
養
液
に

浸
し
、
そ
こ
に
無
機
物
に
棲
息
す
る
細
胞
を
投
下
。

　
そ
こ
か
ら
培
養
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
対
深
海
棲
艦
用
の
人
工
生
命
体
を
生
み

出
し
た
。

　
何
故
か
そ
れ
は
、
人
間
の
女
性
の
姿
を
し
て
い
た
が
深
海
棲
艦
の
情
報
を
元
に

し
た
た
め
だ
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
深
海
棲
艦
の
人
型
の
個
体
が
な
ぜ
女
性
の

姿
を
し
て
い
る
理
由
も
不
明
だ
っ
た
が
、
と
も
か
く
人
類
は
打
開
策
の
初
期
段
階

に
入
る
こ
と
が
で
き
た

　　
そ
う
し
て
産
ま
れ
た
人
工
生
命
体
は
、
体
組
織
や
思
考
回
路
も
人
間
の
女
性
、

特
に
思
春
期
の
少
女
に
酷
似
し
て
い
た
。

　
初
期
に
産
ま
れ
た
数
体
の
人
工
生
命
体
に
対
し
て
、
人
類
は
一
定
の
良
識
と
軍

事
知
識
を
教
育
す
る
こ
と
を
決
定
。
し
か
し
、
戦
艦
を
元
に
生
ま
れ
た
人
工
生
命

体
は
本
能
レ
ベ
ル
で
戦
闘
行
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め

　
教
育
方
針
を
変
更
。
こ
れ
は
開
発
側
に
人
工
生
命
体
を
あ
く
ま
で
一
人
の
人

間
の
少
女
と
見
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
起
因
し
て
い
た
。

　
こ
の
方
針
転
換
を
日
本
政
府
も
承
認
し
た
。
そ
れ
は
先
の
核
攻
撃
の
後
、
深
海

棲
艦
側
の
行
動
が
沈
静
化
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
人
類
に
僅
か
な
が
ら
の
猶

予
が
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　　
人
工
生
命
体
の
教
育
が
完
了
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
人
工
生
命
体
用
の
兵
装
が
完

成
す
る
。
彼
女
た
ち
の
元
に
な
っ
た
戦
艦
の
兵
装
に
酷
似
し
た
兵
装
を
身
に
着

け
た
人
工
生
命
体
は
、
即
時
戦
闘
に
参
加
し
た
。

　
時
に
深
海
棲
艦
に
制
海
権
を
奪
わ
れ
て
５
年
も
の
時
間
（
１
９
６
４
年
）
が
経

過
し
て
お
り
、
満
を
持
し
た
着
任
と
な
っ
た
。
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初
戦
は
小
規
模
戦
闘
で
は
あ
っ
た
が
、
人
工
生
命
体
は
深
海
棲
艦
を
多
数
撃

破
、
な
い
し
轟
沈
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
そ
れ
は
核
攻
撃
以
降
、
人
類
側
初
の
快

挙
と
な
っ
た
。

　　
そ
の
後
人
工
生
命
体
開
発
の
情
報
は
世
界
の
主
要
国
に
伝
わ
り
、
そ
れ
を
元
に

各
国
は
自
国
に
て
新
造
艦
を
建
造
、
そ
れ
ら
の
人
工
生
命
体
た
ち
は
苦
戦
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
目
ざ
ま
し
い
戦
果
を
挙
げ
て
い
っ
た
。

　
命
令
に
従
順
、
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
、
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
見
せ
る
彼
女
た

ち
は
そ
の
愛
く
る
し
い
容
姿
も
手
伝
っ
て
「
艦
娘
（
か
ん
む
す
）」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　　
艦
娘
着
任
か
ら
１
０
年
の
月
日
が
流
れ
た
１
９
７
４
年
。
人
類
は
深
海
棲
艦

側
に
奪
わ
れ
た
陸
地
の
奪
還
し
、
分
断
さ
れ
て
い
た
海
路
を
開
い
た
。
そ
れ
は
一

重
に
艦
娘
た
ち
の
活
躍
に
寄
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　
艦
娘
は
一
兵
器
の
枠
を
超
え
、
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
そ
れ
は
戦
艦
の
一
部
か
ら
産
ま
れ
た
と
い
う
未
知
の
出
自
に
対
す
る
、
多
く
の

人
間
側
の
無
知
を
露
呈
す
る
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
そ
れ
か
ら
更
に
１
０
年
が
経
過
し
た
１
９
８
４
年
９
月
。
日
本
の
領
海
・
伊
豆

諸
島
の
南
端
、
大
黒
島
に
お
い
て
島
の
火
山
が
突
如
、
噴
火
す
る
。

　
無
人
の
島
で
は
あ
っ
た
が
、
休
火
山
で
あ
っ
た
た
め
日
本
政
府
は
調
査
隊
を
派

遣
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
す
る
。

　
３
か
月
後
大
黒
島
に
向
か
う
調
査
隊
へ
の
深
海
棲
艦
側
の
攻
撃
を
懸
念
し
、
調

査
隊
の
防
衛
に
戦
艦
長
門
、
軽
巡
洋
艦
酒
匂
、
日
本
に
譲
渡
さ
れ
た
重
巡
洋
艦
プ

リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
火
山
の
噴
火
。
地
球
の
息
吹
と
も
取
れ
る
、
そ
の
自
然
現
象
が
起
こ
し
た
の
は
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島
の
隆
起
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
深
い
、
深
い
、
海
の
底
。
３
０
年
の
時
が
経
ち
、
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
が
静
か

に
胎
動
を
始
め
て
い
た
。

　　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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